
体験もできます！

（令和８年９月スタート）

学校にご相談ください

　　お問い合わせ先

　　　倉敷市教育委員会　倉敷教育センター

　　　TEL：086-454-0400
倉敷教育センターマスコット

「サミー（SAMY）」

倉敷教育センター

家　庭

倉敷
ふれ

あい教室  オンライン指導

 令和８年９月 

お子さん・保護者の方の声

○　子どもはオンラインの先生と打ち解け、定期的に活動できています。顔を合わせて

　活動できるので、安心感があります。

○　オンラインでの活動は、ふれあい教室（対面指導）へつながるきっかけにもなりま

　した。

○　毎週のオンラインでの活動ができるように、起床時間も気にしながら、生活ができ

　ています。

○　家族以外の人とつながることができ、話を聞いてもらえます。学校と連携を取って　

　もらえるのもありがたく、行事などに参加するきっかけにもなりました。

○　オンラインという方法は本人にとって不安が少なく、毎回進んで参加でき、とて

　も楽しめています。



スタートの会
・　活動する曜日や時間などについて、ご相談します。

・　オンライン接続の手順もお伝えします。

フリートーク、クイズ

ゲーム遊び　など

おはようタイム あいさつ、健康観察、活動予定の確認

スタディ
デジタルドリルを利用した学習、

学校のプリントやワーク　など

平日（月～金）　＊祝日は除く

　　９：３０～１２：００

　１３：３０～１５：３０

活動までの流れ

学校に相談 ・　利用の希望がある場合は、学校にご連絡ください。

・　お子さん・保護者の方と打合せをします。

・　お子さんの様子、好きなことなどについて、

　お話を伺います。

打合せ

活動例

なかよし活動

じゃあねタイム 振り返り、次回の活動日時の確認、あいさつ

利用料金はかかりますか。

時間

活動スタート

（１回あたり４０分程度）

　外出が難しかったり、家族以外とつながることが少なかったりする小学生や中学生

（義務教育学校の児童生徒を含む）を対象に、オンラインでの相談・活動を通して、学

校への復帰や社会的な自立を目指した指導・支援を行います。

倉敷ふれあい教室　オンライン指導

体験もできます！

学校にご相談ください

利用料金はかかりません。活動によっては、材料費などが必要になる場合がありま

す。活動に伴う回線使用料などは、各ご家庭の負担となります。

将来的には学校に登校できる日を増やしたいのですが。

自宅でのオンライン指導から、対面のふれあい教室、学校の自立応援室、そして教室

へと、お子さんの状態に合わせて段階的に指導・支援していきます。活動の様子など

を学校に伝え、 学校と情報共有しながらサポート体制を組んで進めていきます。
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